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１．⼯事概要
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１．⼯事概要
⽶⼦市新体育館整備等事業︓仮称「⽶⼦アリーナ」

⿃取県⽴⽶⼦産業体育館、⽶⼦市⺠体育館、⽶⼦市営武道館の3施設を統廃合し、
県内最⼤級の新体育館を⿃取県と⽶⼦市によりPFI事業により共同整備を実施

■発注者
⽶⼦市
■事業者
がいなSYAパートナーズ
■設計
梓設計・桑本建築設計・平設計・美保テクノス共同企業体
■監理
梓設計・桑本建築設計・平設計共同企業体
■施⼯
美保テクノス
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１．⼯事概要
■構造規模
鉄⾻造 ⼀部RC造、2階建て
■建築⾯積

9,904.36㎡
■延べ⾯積
13,271.95㎡

■⼯期
基本設計︓2024.4〜2024.9
実施設計︓2024.10〜2025.3
施⼯ ︓2025.6〜2027.3
維持管理︓15年間

メインアリーナ収容⼈数︓4000名
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２．BIM体制
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２．BIM体制（設計フェーズ）

・不慣れなBIMソフト【現状】
・BIMソフトは3Dと図⾯を同時に作成するためのツールとして使った

⇒図⾯の品質維持に難
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２．BIM体制（施⼯フェーズ）

CDEを活⽤した建築に関する"情報の⼀元管理"に注⽬
※CDE=Common Data Enviroment（共通データ環境）
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３．使⽤したBIMツール
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３．使⽤したBIMツール

︓設計フェーズにおいて、課題があった部分

︓施⼯フェーズの意図伝達・監理⇔施⼯連携において、注⽬した部分
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４．取り組み概要
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４．取り組み概要
設計・監理BIM（梓設計 江⼝）
・設計フェーズ ︓設計BIMのモデリング →⼀部図⾯化
・監理フェーズ①︓ACC（Autodesk Construction Cloud）を活⽤した施⼯図チェック
・監理フェーズ②︓ACCを介した質疑応答 →情報のトレーサビリティを向上

施⼯BIM（美保テクノス 吉井）
・仮設検討BIM
・先⾏検討BIM
・躯体検討BIM

維持管理BIM（美保テクノス 新⽥）
・BIMによる新たな維持管理⼿法のご紹介
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５．取り組みについて

設計・監理 BIM
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設計JV

BIM支援

3D+指示書（図面）

BIMデータ BIMデータ BIMデータ

LOD200 LOD300 LOD400

５．取り組みについて

BIMデータ

LOD100

BIMデータ作成 BIMデータ作成

LOD200 LOD300

設計BIM

基本設計 実施設計 生産設計 施工 維持管理工期に余裕がない中

現状不慣れなBIMソフトを使って

BIMモデル作成と図面作成を目指したが、

結果として図面の品質が低下し、方針を切り替えた
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基本設計 実施設計 生産設計 施工 維持管理

設計JV

BIM支援

2D/3D CAD 2D CAD 2D CAD+指示書

BIMデータ BIMデータ BIMデータ

LOD200 LOD300 LOD400

５．取り組みについて

BIMデータ

LOD50LOD500

BIMデータ
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５．取り組みについて
監理BIM︓承認フロー
ACC上での施⼯図チェック

ACC
施⼯担当者

施⼯図・BIMモデル格納

設計者

施⼯図チェック

ACCのマークアップ機能にて朱書き・チェックを実施

・複数⼈による同時に同じデータのチェックが可能

・担当者の明確化が可能
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監理BIM︓質疑回答

５．取り組みについて

質疑件名

工事区分

質疑内容

担当者

質疑の状態

・
・
・

ACCを活⽤し質疑回答のデジタルストック

設計フェーズから施⼯フェーズを⾒据えた"意思情報のストック"で更なる効果に期待が持てる
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５．取り組みについて
監理BIM︓ステータス管理
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５．取り組みについて

施⼯ BIM
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５．取り組みについて
施⼯BIM

先行検討
BIM

仮設検討
BIM

躯体検討
BIM

施⼯段階で取り組んだ３つのBIM
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５．取り組みについて

設計フェーズから施⼯を⾒据えた施⼯BIMモデルの構築を実施
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓先⾏検討

設備構造意匠

設計JVからの設計情報をもとに意匠・構造・設備をモデル作成
着⼯までにエラーの検出を実施
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓先⾏検討

意

構 設

2Dによるクラッシュチェック

3Dによるクラッシュチェック
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓先⾏検討

⾊分けによる耐⽕範囲の確認 設計段階での仕様や⾊の確認

BIM担当

設計者

施⼯者

ACC

BIMモデル閲覧BIMモデル格納
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓仮設検討

ACC
協⼒業者BIM担当

設計BIMモデル

仮設BIMモデルBIMモデル受領

BIMモデル受領
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓仮設検討

ACC
協⼒業者 BIM担当

BIMモデル受領仮設BIMモデル納品

・納品時のチェックにACC指摘事項を活⽤
➤祖語のない共通認識
➤修正箇所の明確化
➤指摘⽇時・期⽇の記録
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓仮設検討

BIM担当

・仮設BIMモデルへ統合
➤クレーンの⼲渉確認などを早い段階から検証

・⾒積もり時点で精度を上げ、早期に⾜場材の確保
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５．取り組みについて
施⼯BIM︓躯体検討

建築BIM担当

建築BIMモデル共有

協⼒業者
（ファブやサブコン）

設備・躯体BIMモデル受領

建築BIM担当

・モデルファーストでの施⼯図・施⼯モデル作成
➤BIMモデルの精度が求められるように変化

・LOD400程度にて作成中

・⼲渉の確率を格段に下げることが可能
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５．取り組みについて
施⼯BIM / 施⼯図作成 BIMモデル修正BIM作成図2D作成図

○○杭伏図
○○基礎伏図
○○基礎配管図
○○基礎スリーブ図
○○樋系統図
○○⼟間伏図
○○H・I⼯区基礎部セパ・パネル割図
○○デッキ伏図
○○○建⽅計画図
○○トラスベント⽀保⼯図
○○外部・内部⾜場計画図
○○機械基礎図
○○RF⽬地割図
○○天井インサート図
○○平⾯詳細図
○○天伏図
○○展開図
○○競技施設⼟間基礎図
○○内部タイル割図
○○外構図
○○外構基礎図
○○排⽔系統図
○○植栽配置図

施工図作成（2D）

BIMモデル修正

施工図作成（BIMモデル）

情報共有

BIMモデルでの施工図は修正が早い、割付作業はとにかく楽

訂正した箇所が平面・立面・断面で追随しているのが良い

3Dモデルで見れば複雑な納まりや完成イメージの理解がしやすい
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５．取り組みについて
施⼯BIM / BIMモデル共有

・現場からの強い要望によりタッチパネル式⼤型
モニターを導⼊し、誰でもBIMモデルを閲覧で
きる環境を構築

・ACCでのモデル操作は容易であり、操作性が良
く、直感的に閲覧が可能

・3Dで確認できることで理解度が格段に上がる

BIMに対するネガティブな印象を取り払い、
職⼈や現場員にどうBIMに慣れてもらうか
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５．取り組みについて

維持管理 BIM
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５．取り組みについて
維持管理でのBIM活⽤
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５．取り組みについて
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５．取り組みについて
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５．取り組みについて
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５．取り組みについて
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５．取り組みについて

施工モデル

維持管理モデル
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５．取り組みについて
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５．取り組みについて
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５．取り組みについて
今後の展開
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６．成果・⽣産性向上への貢献度
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６．成果・⽣産性向上への貢献度
監理BIM

施⼯BIM
⽬的︓ 建築情報を着⼯までに整え、共有することで、現場員関係者全員が建物への理解を深める
効果︓ 認識の祖語のない情報共有・現場判断の低減・施⼯計画精度の向上
• 先⾏検討︓各種シミュレーション・施⼯図での納まり確認
• 仮設検討︓仮設BIMモデルによる仮設時のクラッシュ検討
• 躯体検討︓意匠・構造・設備のクラッシュチェック

⽬的︓ 意図・情報を⼀元管理し、監理プロセスを透明化する
効果︓ 品質向上・意思疎通のロス削減に期待
• 図⾯・指摘・コミュニケーション情報を⼀箇所に集約
• 担当者と進捗を明確化し、関係者間で共有（ACC指摘事項管理）
• 情報の抜け・伝達漏れ・認識差異を最⼩化
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７．課題と対策
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７．課題と対策

まず"BIM"について組織内で共通認識を持つことが重要
①"BIM"の定義

BIModeling ・・３Dモデルを作る結果としてついでに図⾯が出てくるような認識でいた
→BIMソフト使⽤を前提としている（現状効果的でなかった）

BIManagement・・品質向上を⽬的に、情報の⼀元管理とトレーサビリティに活⽤するツール
→現在できる最も効果が期待できること

②"BIM"を使う⽬的
品質向上≫効率化
建築設計・施⼯に関する情報＝意思を残し、関係者間でもれなく共有することによって得られる「品質向上」

よい建築をつくるために、BIMをする。



44施⼯BIMのインパクト2025

今後は、設計⼠や施⼯管理技⼠と並ぶ"BIM"という新たな職能が必要
・情報の⼀元化による品質向上と⾔う効果を最⼤化するには、全員がBIManagementを扱う必要がある
→設計専⾨職とは別にマネージメントや技術的なサポートをする ”BIM”という専⾨的な技術者が必⽤

・さらに将来的に設計事務所が施⼯段階まで⽣きるような図⾯としてのBIMを扱うには
意匠設計、構造設計、機械設計、電気設計に並ぶ、”BIM”という専⾨職は不可⽋になる
なぜなら「⽣産設計」の領域に踏み込んでいるから ＝⼈と時間が必⽤

７．課題と対策

基本設計 実施設計 生産設計 施工 維持管理

SD DD CD 施工 維持管理

日本：

BIM先進国事例：

契約のための図⾯
↓

施⼯のために作る図⾯
↓
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８．今後への期待
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-Technology-
• できるだけ多くの関係者がBIMを扱える

環境下にある必要がある
• プラットフォームとしてのBIMがいかに

柔軟で、親和性を持てるかが重要
例）ソフトの使いやすさ

他CAD,BIMソフトやチェックツールとの親和性

• 概念としてのBIMと、ツールとしての
BIMソフトを区別して議論する

８．今後への期待
BIMが今後浸透するには...
⇒情報の⼀元管理による品質向上効果を最⼤化するためには︖

-Sociology-
• ⽇本の設計施⼯の社会構造との親和性
• プロジェクトに参画する⼈材の役割と責任

の明確化 ：BIMの人材⇒BIMによる効果が持続することを支援する

BIMソフトに慣れている⼈材が限られている中、
有効なBIM活⽤の⽬的を明確化し、
BIMに⻑けた⼈材の参⼊により実現する




